


◎
美
郷
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

�
健
康
推
進
課
と
住
民
福
祉
課

に
ま
た
が
る
業
務
を
福
祉
事

務
所
へ
集
約
し
、
業
務
の
効

率
化
・
指
示
系
統
の
明
確
化

を
図
る
た
め
、
健
康
推
進
課

を
保
健
衛
生
課
に
改
め
る
も

の
。

◎
美
郷
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

�
病
原
性
が
高
い
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
と

き
は
、
そ
の
対
策
を
的
確
か

つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
の

条
例
の
設
置
。

◎
美
郷
町
防
災
行
政
無
線
局
の

設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

�
４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始

す
る
防
災
行
政
無
線
局
の
設

置
業
務
の
内
容
、
範
囲
及
び

運
用
方
法
等
の
管
理
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
。

◎
美
郷
町
分
担
金
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

�
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適

正
事
業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

地
元
分
担
金
の
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
美
郷
町
福
祉
事
務
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

�
福
祉
事
務
所
に
介
護
保
険
事

務
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
社
会
保
障
に
関
す
る
事

務
を
追
加
す
る
も
の
。

◎
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の

実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害

保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

�
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
同
法
を
引

用
し
て
い
る
関
係
条
例
中
の

法
律
名
、
政
令
名
、
引
用
条

項
を
改
め
る
も
の
。

◎
美
郷
町
隣
保
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

�
浜
原
隣
保
館
建
設
に
伴
い
所

在
地
番
の
変
更
及
び
設
置
目

的
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
美
郷
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

�
公
営
住
宅
法
及
び
公
営
住
宅

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
町
営
住
宅
入
居
者
の
収

入
基
準
、
建
築
等
に
お
け
る

整
備
基
準
に
つ
い
て
定
め
る

も
の
。

◎
美
郷
町
若
者
定
住
住
宅
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

�
浜
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
３
棟
が

追
加
さ
れ
た
。

◎
美
郷
町
水
道
布
設
工
事
等
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

�
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

簡
易
水
道
事
業
に
係
る
工
事

監
督
者
及
び
水
道
施
設
の
管

理
業
務
を
行
う
水
道
技
術
者

の
資
格
基
準
を
定
め
る
も
の
。

◎
美
郷
町
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

�
下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
下
水
道
施
設
の
構
造
及

び
維
持
管
理
基
準
を
定
め
る

も
の
。

1

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
３
月
15
日
ま
で
の
11
日
間
と
決
め
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
５
日
は
、
町
長
の
平
成
25
年
度
施
政
方
針
説
明
（
広
報
み
さ
と
第
１
０
３
号
掲
載
）
で
始
ま
り
、
条
例
案
11
件
、
予

算
案
16
件
、
一
般
事
件
案
３
件
の
計
30
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
の
会
期
中
に
は
、
町
内
中
学
校
の
卒
業
式
も
あ
り
、
忙
し
い
日
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、12
日
の
一
般
質
問
に
は
８
名

の
議
員
が
町
の
諸
施
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

平
成
25
年 

議長 
品川光博 

平成25年 議会だより みさと 第34号 2

提
案
さ
れ
た
議
案

条
例
案

島根県指定天然記念物に指定

平成25年４月９日、島根県教育委員会にて、① 花の谷のサ

クラ（九日市）、②酒谷のオロチカツラ（酒谷）、③学舎のイ

ロハモミジ（九日市）が、島根県の天然記念物に指定されま

した。
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平成25年度予算総額 79億6945万1千円
予算は平成25年度予算及び平成24年度補正予算が提出された。各会計別の予算総額は次のとおり。

予算案

会 計 名 本 年 度 前 年 度 前年対比

一般会計 6,525,000千円 6,815,000千円 ▲ 4.3％

住宅新築資金等貸付事業特別会計 4,412千円 6,173千円 ▲ 28.5％

簡易水道事業特別会計 182,455千円 265,935千円 ▲ 31.4％

下水道事業特別会計 291,701千円 305,270千円 ▲ 4.4％

君谷診療所特別会計 4,910千円 4,552千円 7.9％

国民健康保険特別会計 690,781千円 704,665千円 ▲ 2.0％

国民健康保険診療所特別会計 81,560千円 93,530千円 ▲ 12.8％

後期高齢者医療特別会計 188,632千円 185,443千円 1.7％

合 計 7,969,451千円 8,380,568千円 ▲ 4.9％

平成24年度補正予算

請願

請 願 の 要 旨

美郷町消防団自動車分団ポンプ庫改築についての請願
（美議請第１号）

審査結果 付託常任委員会

採 択 総務常任委員会

オスプレイ及び米軍機の低空飛行訓練中止を求める請願
（美議請第２号）

採 択 総務常任委員会

◎
美
郷
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

�
無
店
舗
地
域
対
策
支
援
事
業
、

県
道
川
本
波
多
線
竹
地
区
集

落
移
転
造
成
事
業
、
町
内
小

中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備
事
業

等
実
施
に
伴
う
一
部
変
更
。

◎
美
郷
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

�
比
敷
上
線
の
町
道
認
定
。

◎
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

�
保
育
料
、
児
童
手
当
、
児
童

扶
養
手
当
の
共
同
電
算
処
理

の
事
務
が
新
た
に
加
わ
る
こ

と
に
伴
い
、
邑
智
郡
総
合
事

務
組
合
規
約
を
一
部
変
更
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

一
般
事
件
案

補 正 額 補正後総額

一般会計 ▲ 92,633千円 7,120,911千円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 0千円 6,173千円

簡易水道事業特別会計 115,976千円 397,003千円

下水道事業特別会計 18,386千円 324,190千円

君谷診療所特別会計 ▲ 22千円 4,732千円

国民健康保険特別会計 31,517千円 733,558千円

国民健康保険診療所特別会計 ▲ 14,518千円 80,326千円

後期高齢者医療特別会計 ▲ 4,139千円 183,863千円

合 計 54,567千円 8,850,756千円
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◎
オ
ス
プ
レ
イ
及
び
米
軍
機
の
低
空
飛
行

訓
練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

◎
Т
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書

◎
美
郷
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
の
提
出

（
要
旨
）

総
務
常
任
委
員
会
の
所
管
で
あ
る

「
健
康
推
進
課
」
を
「
保
健
衛
生
課
」

に
名
称
を
改
め
る
も
の
。

◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す

る
決
議
案
の
提
出

（
要
旨
）

議
会
改
革
に
関
連
す
る
諸
々
の
課

題
の
調
査
・
検
討
を
行
い
、
議
会
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
設
置
し
ま
し

た
。
主
な
調
査
・
検
討
内
容
は
次
の

と
お
り

①
議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
こ
と
。

②
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に

関
す
る
こ
と
。

③
議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
。

陳情

陳 情 の 要 旨

町道二タ合線改良工事に関する陳情
（美議陳第１号）

審査結果 付託常任委員会

採 択 経済常任委員会

美郷町議会の議員定数見直しに関する陳情
（美議陳第３号）

採 択 議会運営委員会

発
議
・
発
委

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

岡
　
先
　
利
　
和

副
委
員
長

山
　
本
　
幹
　
雄

委
　
　
員

波
多
野
　
祐
　
康

西
　
嶋
　
二
　
郎

佐
　
竹
　
一
　
夫

根
　
正
　
一

黒
　
川
　
民
次
郎

安
　
田
　
勝
　
司

井
　
下
　
慈
　
海

岩
　
根
　
和
　
博

藤
　
原
　
修
　
治

【
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
】

【
委
員
会
発
議
】

３
月
15
日
の
最
終
日
に
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
が
２
件
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
各
関
係
機
関

へ
送
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
２
件
の
委
員
会
発
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
表
彰
受
賞

平成25年２月21日開催の島根県町村議会議長会定期総会にて表彰伝達された。

前
美
郷
町
議
会
議
長
景
山
良
材
氏
は
、
町
村
議
会
議
員
と

し
て
議
会
の
運
営
及
び
地
域
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
よ

り
自
治
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。
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一 般 質 問根 正一 議員

前
町
長
の
施
策
と
景

山
町
長
の
施
政
方
針
で
、

相
違
し
て
い
る
施
策
、
重
点
項

目
、
目
標
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

景
山
町
長

前
町
長
は
、
美
郷
町

第
１
次
長
期
総
合
計
画

で
、
利
便
性
の
高
い
快
適
な
暮

ら
し
を
実
感
で
き
る
ま
ち
、
人

と
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
産

業
を
創
出
す
る
ま
ち
、
人
が
輝

き
交
流
が
生
ま
れ
る
学
び
の
ま

ち
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
安

心
で
き
る
ま
ち
、
及
び
連
帯
の

絆
で
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
ま
ち
を
５
つ
の
将
来

像
と
し
て
進
め
て
き
た
。
私
の

施
政
方
針
も
、
基
本
的
に
は
前

沖
野
町
政
を
継
承
す
る
も
の
で

あ
る
。

選
挙
公
約
の
実
現
に
向
け
、

道
路
網
の
整
備
と
公
共
交
通
対

策
、
定
住
・
産
業
雇
用
対
策
、

子
育
て
支
援
と
住
宅
福
祉
の
充

実
及
び
集
落
の
活
性
化
対
策
を

政
策
の
重
点
項
目
と
し
て
町
政

運
営
に
あ
た
る
。

問

結
婚
対
策
の
24
年
度
の
活

動
状
況
と
将
来
像
は
。

花
田
企
画
課
長

答

ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
が
実
績

は
な
い
。
ホ
テ
ル
で
の
見
合
い

の
場
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

問

第
２
次
美
郷
町
食
育
推
進

前
町
長
の
施
策
と
 

景
山
町
長
の
施
政
の
違
い
は
 

基
本
的
に
は
前
町
長
の
町
政
を
継
承
す
る
 

籏根正一 議員

美
郷
町
図
書
館
建
設
は
 

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
 

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
 

計
画
は
。

景
山
町
長

答

策
定
委
員
会
で
計
画
を
作

り
１
つ
の
柱
と
し
て
取
り
組
む
。

問

生
活
支
援
対
策
と
し
て
の

配
食
事
業
の
提
供
可
能
な
地
域

と
回
数
は
。

窪
田
健
康
推
進
課
長

答

町
内
全
地
域
が
配
食
サ
ー

ビ
ス
範
囲
だ
。
配
食
数
・
回
数

は
制
限
を
設
け
な
い
と
、
補
助

金
の
偏
り
が
生
じ
る
恐
れ
も
あ

り
協
議
し
て
進
め
る
。

問

土
曜
日
の
終
日
保
育
の
１

時
間
延
長
と
一
時
保
育
の
対
象

を
、
生
後
１
歳
以
上
か
ら
生
後

６
カ
月
以
上
に
拡
大
す
る
と
し

て
い
る
が
、
対
象
の
園
児
数
は
。

渡
邊
住
民
福
祉
課
長

答

土
曜
保
育
の
24
年
度
利
用

者
数
は
、
邑
智
保
育
園
で
平
均

月
20
名
、
都
賀
保
育
園
で
は
、

３
名
程
度
で
あ
る
。
一
時
保
育

は
登
録
制
に
な
っ
て
お
り
、
邑

智
保
育
園
で
７
名
、
都
賀
保
育

園
で
３
名
だ
。
６
カ
月
以
上
の

児
童
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
希

望
者
を
募
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
。

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

建
て
替
え
案
に
図
書
館

の
併
設
が
計
画
さ
れ
、
図
書
機

能
の
充
実
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
図
書
館
の
規
模
等
は
ど
う

い
う
も
の
に
な
る
か
。

景
山
町
長

図
書
館
の
詳
細
は
、

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
議
会
と
町
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
生
涯
学
習
を
は
じ

め
地
域
の
文
化
活
動
、
世
代
を

超
え
た
多
様
な
交
流
の
拠
点
施

設
と
す
る
。

問

司
書
の
配
置
は
。

田
邊
教
育
長

答

郡
内
の
図
書
館
に
は
司
書

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
検
討
委

員
会
で
検
討
す
る
。

問

図
書
館
に
愛
称
を
つ
け
る

考
え
は
。

田
邊
教
育
長

答

そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

山村開発センター図書室
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国
史
跡
指
定
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
で
、
町

民
と
し
て
も
大
き
な
期
待
と
関

心
を
持
っ
て
い
る
。

①
　
銀
山
街
道
の
文
化
的
、
観

光
的
価
値
は
。

②
　
史
跡
指
定
へ
の
状
況
は
。

③
　
町
の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

景
山
町
長①

　
歴
史
的
価
値
は
、

文
化
庁
の
現
地
視
察
指

導
に
お
い
て
、
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
町
内
の
古
文
書
を
解
読
し

た
美
郷
町
の
銀
山
街
道
を
発
刊

し
、
全
戸
配
布
を
行
い
、
歴
史

的
価
値
の
認
識
と
保
全
の
高
揚

を
図
っ
て
い
る
。

観
光
的
価
値
に
つ
い
て
は
、

美
郷
町
の
貴
重
な
観
光
資
源
と

な
る
重
要
度
の
高
い
資
源
と
認

識
す
る
。
継
続
的
な
取
り
組
み

や
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
も
含

め
、
広
域
で
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
町
の
観
光
振
興
に

つ
な
げ
る
。

②
　
史
跡
申
請
に
は
、
指
定
範

囲
の
道
や
付
帯
施
設
の
、
座
標

の
入
っ
た
測
量
図
・
地
番
・
面

積
等
が
必
要
と
な
る
。
平
成
26

年
度
に
は
「
や
な
し
お
道
」
の

調
査
が
完
了
予
定
で
あ
る
。
平

成
25
年
度
に
国
史
跡
登
録
に
向

け
た
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

登
録
に
必
要
な
書
類
や
資
料
の

整
備
、
銀
山
街
道
の
歴
史
的
価

値
の
啓
発
等
を
行
い
た
い
。

③
　
史
跡
登
録
に
つ
い
て
は
、

銀
山
街
道
の
国
史
跡
指
定
は
 

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
積
極
的
に
進
め
る
 

藤原修治 議員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
他
町
村

と
の
連
携
を
図
り
、
国
・
県
な

ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
積
極

的
に
進
め
た
い
。

森
原
古
道
史
跡
公
園
の
 

適
切
な
運
用
を
 

歴
史
的
価
値
の
認
識
と
保
全
意
識
を
高
め
た
い
 

史
跡
公
園
と
し
て
整

備
活
用
を
図
る
と
の
情

報
を
発
信
し
た
以
上
、
適
切
な

運
営
が
必
要
と
考
え
る
。

①
　
公
園
整
備
の
積
極
的
な
活

用
を
。

②
　
古
道
の
情
報

発
信
は
。

景
山
町
長①

　
森
原

古
道
史
跡

公
園
を
は
じ
め
と

し
た
町
内
の
銀
山

街
道
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
教

育
と
い
う
学
校
教

育
の
大
き
な
枠
の

中
で
、
他
の
校
外

学
習
と
調
整
し
な

が
ら
積
極
的
に
活

用
す
る
。

②
　
町
内
の
図
書

室
、
開
発
セ
ン

タ
ー
立
て
直
し
に

よ
る
町
立
図
書
館
、
ま
た
伝
承

館
等
に
お
い
て
、
町
内
の
銀
山

街
道
の
歴
史
的
資
料
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
情
報
発
信
を

お
こ
な
い
、
歴
史
的
価
値
の
認

識
と
保
全
意
識
を
高
め
た
い
。

新
た
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
 

分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
す
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
未
だ

に
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公

開
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
早
期

の
交
換
が
望
ま
れ
る
。

①
　
親
し
み
や
す
い
コ
ー
ナ
ー

づ
く
り
を
。

②
　
適
切
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
運

営
を
。

③
　
ア
ク
セ
ス
解
析
で
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
。

景
山
町
長①

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ラ
イ
ン
の
通
信
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
、
以
前
の
「
み
さ

と
見
て
あ
る
記
」
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
情
報
発
信
を
し
た
い
。

②
　
こ
れ
ま
で
よ
り
簡
単
に
記

事
の
入
力
や
修
正
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
各
課
で
適
切
な
情
報
の

更
新
を
行
う
。

③
　
よ
り
よ
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
目
指
し
て
、
定
期
的
な
ア
ク

セ
ス
解
析
や
、
一
般
の
方
を
交

え
た
検
討
会
議
に
つ
い
て
は
、

現
在
役
場
内
で
組
織
し
た
各
課

よ
り
選
出
の
情
報
化
委
員
が
、

し
ば
ら
く
の
間
は
対
応
す
る
。

ま
た
、
こ
の
度
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
、
総
務
省
が
示
し
て
い

る
方
針
に
基
づ
い
た
高
齢
者
の

方
や
、
障
害
者
の
方
に
も
わ
か

り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目

指
し
て
お
り
、
定
期
的
な
点
検

等
も
行
っ
て
い
く
。

平
成
25
年
４
月
１
日
、
美

郷
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

森原古道史跡公園立て看板　酒谷地内

※
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
は
…

世
界
最
大
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
）
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
上
で
、
交

流
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
中
で
も
、
実
名
で
、
現
実
の
知

り
合
い
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

つ
な
が
り
、
交
流
を
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
世
界
最
大
の
ユ
ー
ザ
ー

数
を
誇
り
、
２
０
１
２
年
１
月
現

在
、
８
億
人
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
が

い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
ラ
イ
ン
と
は
…

24
時
間
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
無
料
で
好
き
な
だ
け
通
話
や

メ
ー
ル
が
楽
し
め
る
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
で

す
。

※
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
は
…

さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
。



平成25年 議会だより みさと 第34号7

一 般 質 問岩根 和博 議員

①
　
改
良
の
進
捗
状
況

は
。

②
　
現
在
の
状
況
把
握
は
。

③
　
緊
急
発
生
時
に
お
け
る
各

地
域
へ
の
所
要
時
間
は
。

④
　
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に

お
け
る
道
路
改
良
並
み
の
詳
細

設
計
の
内
容
は
。

景
山
町
長①

　
別
府
及
び
君
谷
の

連
合
自
治
会
長
の
要
望

書
に
基
づ
き
、
部
分
改
良
や
法

面
改
良
が
施
行
さ
れ
た
。
平
成

24
年
度
も
、
小
松
地
、
京
覧
原
、

港
地
内
で
部
分
拡
幅
工
事
を
、

地
頭
所
内
に
お
い
て
は
、
法
面

改
良
工
事
が
施
工
さ
れ
た
。

②
　
今
後
も
、
最
小
幅
員
箇
所

の
解
消
な
ど
、
車
両
が
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
路
線
改
良

を
要
望
す
る
。

③
　
大
田
市
中
心
地
へ
は
15
分
、

川
本
町
へ
は
30
分
、
別
府
へ
は

７
分
、
粕
渕
へ
は
13
分
程
度
と

把
握
し
て
い
る
。
川
本
町
へ
の

所
要
時
間
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

京
覧
原
か
ら
港
ま
で
の
改
良
が

急
務
で
あ
る
。

④
　
連
続
性
の
あ
る
計
画
も
必

要
だ
が
、
極
小
幅
員
箇
所
の
解

消
な
ど
、
全
線
の
安
全
走
行
を

早
期
に
図
る
た
め
に
、
部
分
改

良
等
地
元
自
治
会
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

①
　
邑
智
・
大
和
両
中

学
校
の
部
活
現
状
は
。

②
　
創
部
･
廃
部
予
定
は
。

③
　
創
部
・
廃
部
の
権
限
は
誰
。

④
　
創
部
の
条
件
は
。

景
山
町
長①

　
邑
智
中
学
校
は
、

６
部
活
で
、
内
訳
は
カ

ヌ
ー
部
・
剣
道
部
・
吹
奏
楽

部
・
バ
レ
ー
部
・
野
球
部
・
陸

上
部
。

大
和
中
学
校
は
３
部
活
で
、

内
訳
は
、
剣
道
部
・
卓
球
部
・

バ
レ
ー
部
。

②
　
創
部
に
つ
い
て
は
、

生
徒
数
の
割
に
部
活
動

が
多
く
困
難
な
状
況
で

あ
る
。

廃
部
に
つ
い
て
は
、

邑
智
中
学
校
は
部
活
動

再
編
に
よ
り
、
24
年
度

か
ら
陸
上
部
の
募
集
を

停
止
し
、
26
年
度
か
ら

廃
部
と
な
る
。

大
和
中
学
校
は
、
25

年
度
の
生
徒
数
が
34
名

と
な
り
、
秋
の
新
人
戦

で
は
バ
レ
ー
部
の
運
営
が
難
し

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
　
学
校
経
営
の
権
限
は
校
長

に
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
部
活
動
後

援
会
の
同
意
の
も
と
慎
重
に
決

定
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
部
活

動
は
一
定
の
教
育
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
教
育
活
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
。

④
　
創
部
の
条
件
は
、
生
徒
の

思
い
、
全
校
生
徒
数
、
教
員
の

数
、
指
導
者
、
地
域
性
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

①
　
鳥
獣
害
に
強
い
畑

作
り
の
実
践
的
な
研
修

会
を
通
年
開
催
し
て
い
る
が
そ

の
効
果
は
。

②
　
猿
被
害
に
非
常
に
苦
し
ん

で
い
る
。
猟
銃
に
よ
る
駆
除
以

外
に
効
果
的
な
方
法
が
あ
る
の

か
。

③
　
最
近
で
は
、
猪
･
猿
・
鹿

ま
で
が
出
没
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
農
地
が
荒
廃
し
て
行

く
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

④
　
鳥
獣
被
害
対
策
室
等
を
設

置
し
て
対
応
す
る
計
画
は
な
い

か
。

景
山
町
長①

　
現
在
乙
原
、
滝
原

地
域
に
お
い
て
、
住
民

が
自
主
的
に
実
証
圃
を
設
け
取

り
組
ん
で
い
る
。
集
落
、
地
域

ぐ
る
み
の
対
策
が
で
き
、
被
害

が
減
少
し
た
こ
と
や
、
休
耕
地

の
解
消
、
農
作
物
の
生
産
意
欲

の
向
上
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

②
　
群
れ
の
拡
大
に
伴
う
被
害

を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
多
く

の
集
落
が
一
体
と
な
っ
て
、
サ

ル
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
効
果
的
な
方
法
で
、
町
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
運
動
に
発
展

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

③
　
研
修
会
に
よ
る
啓
発
活
動

に
併
せ
、
低
コ
ス
ト
で
労
力
の

か
か
ら
な
い
鳥
獣
被
害
を
防
げ

る
営
農
に
つ
い
て
も
対
応
が
必

要
、
獣
害
に
強
い
作
物
の
栽
培

や
、
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
に
よ
り
、

営
農
意
欲
を
衰
退
さ
せ
な
い
対

策
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

④
　
産
業
振
興
課
の
一
業
務
と

し
て
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
捕

獲
の
確
認
な
ど
は
全
職
員
に
よ

り
休
日
対
応
を
し
て
い
る
。
今

後
も
こ
の
体
制
で
い
き
た
い
。

県
道
別
府
川
本
線
の
 

早
期
改
良
を
 

極
小
幅
員
箇
所
の
解
消
な
ど
、 

全
線
の
安
全
走
行
を
早
期
に
図
る
 

岩根和博 議員

小
規
模
校
の
部
活
動
は
 

教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
教
育
活
動
の
一
環
 

鳥
獣
被
害
対
策
は
 

町
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
運
動
に
発
展
す
る
よ
う
 

努
め
て
い
る
 

邑智中学校
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安
倍
政
権
に
な
っ
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
加
速
さ

れ
た
感
が
あ
る
。
絶
対
反
対
断

固
阻
止
で
参
加
を
取
り
や
め
る

こ
と
は
な
い
。
国
に
先
ん
じ
て

対
策
な
り
方
向
性
を
示
す
考
え

は
な
い
か
。

景
山
町
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
す
る
し

な
い
に
関
わ
ら
ず
農
業

経
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、
薬
草
薬
樹
の
郷
構

想
と
し
て
、
25
年
度
か
ら
栽
培

の
推
進
や
栽
培
指
針
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

策
定
し
、
販
路
の
確
立
に
も
道

筋
を
立
て
、
米
作
か
ら
施
設
園

芸
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
も
１

つ
の
方
策
と
考
え
る
。
ま
た
、

産
直
市
の
活
用
や
、
有
機
農
産

物
や
減
農
薬
栽
培
の
推
進
な
ど
、

付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
栽

培
も
、
農
家
所
得
を
維
持
し
て

い
く
方
策
で
あ
る
。

問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
農
家
の

意
向
調
査
が
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。

景
山
町
長

答

農
家
の
意
識
調
査
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
行
方
を
見
定
め
な
が

ら
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図

り
検
討
す
る
。
今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
へ
の
阻
止
に
力
を
注
ぐ
。

問

今
年
度
予
定
し
て
い
る
具

体
的
な
対
策
等
は
。

烏
田
産
業
振
興
課
長

答

施
設
園
芸
へ
の
転
換
を
図

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
方
向
性
は
 

米
作
か
ら
施
設
園
芸
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
も
 

１
つ
の
方
策
 

山本幹雄 議員

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
資
材
の
助
成

は
24
年
度
ま
で
60
万
の
予
算
で

あ
っ
た
が
25
年
度
は
２
０
０
万

の
予
算
を
計
上
し
た
。
ハ
ウ
ス

栽
培
等
へ
の
取
り
掛
か
り
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
て
米
作
か
ら
の
転

換
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
薬
草

薬
樹
の
郷
構
想
を
地
域
に
普
及

し
て
い
く
。
有
機
農
業
推
進
の

方
針
を
立
て
、
環
境
を
守
る
農

業
の
推
進
と
有
機
農
産
物
の
販

路
の
整
備
、
技
術
研
修
を
予
算

化
し
て
い
る
。

問

農
家
の
高
齢
化
の
問
題
は

非
常
に
重
大
だ
。
水
路
や
耕
作

道
の
補
修
が
出
来
な
い
と
い
う

実
態
が
あ
る
。
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長

答

水
稲
か
ら
手
間
の
掛
ら
な

い
薬
草
栽
培
等
へ
の
転
換
を
図

り
、
農
業
施
設
の
維
持
管
理
の

軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

水
道
の
未
整
備
対
策
は
 

水
道
の
負
担
金
は
不
公
平
 

町
水
道
や
地
元
管
理

の
給
水
施
設
、
個
人
用

の
深
井
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
５
戸
以
上
の
集
落
は
あ
る
の

か
。
そ
の
対
策
は
。

景
山
町
長

野
間
、
大
野
猿
丸
、

志
君
、
奥
山
、
笹
目
地

域
が
該
当
す
る
。
美
郷
町
飲
料

水
供
給
施
設
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
で
事
業
費
の
10
分
の
６
、

上
限
50
万
円
の
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
る
。

問

町
で
設
置
す
る
水
道
は
負

担
金
が
30
万
円
程
度
で
あ
る
が
、

住
む
地
域
に
よ
っ
て
不
公
平
に

な
っ
て
い
る
。

景
山
町
長

答

調
査
し
負
担
を
軽
く
す
る

方
法
を
考
え
る
。

地元管理の簡易給水施設
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島
根
統
計
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
は
、
美
郷

町
の
一
人
当
た
り
町
民
所
得
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で

19
市
町
村
の
中
で
連
続
最
下
位

で
あ
る
。
最
下
位
脱
出
と
町
内

の
経
済
活
動
を
活
発
に
す
る
た

め
に
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
原
因

を
調
査
し
て
、
所
得
向
上
の
策

を
講
じ
る
べ
き
と
思
う
。
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

景
山
町
長

残
念
な
数
値
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。

こ
の
数
値
は
、
14
の
経
済
活

動
の
総
生
産
を
、
総
計
で
企
業

の
利
益
な
ど
も
含
め
た
地
域
経

済
全
体
の
所
得
水
準
を
表
し
て

お
り
、
個
人
の
所
得
水
準
を
あ

ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
と
注
釈

も
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
個

人
所
得
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

生
産
額
が
大
き
い
製
造
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
・
小
売
業

に
お
い
て
低
位
置
に
あ
る
た
め

全
体
の
順
位
が
下
が
っ
て
い
る

と
推
計
さ
れ
る
。
大
型
店
舗
や

企
業
の
少
な
い
当
町
は
、
実
際

の
個
人
所
得
以
上
に
低
い
数
値

に
な
る
傾
向
だ
。

今
後
の
施
策
と
し
て
、
中
小

企
業
経
営
支
援
や
新
た
な
産
業

創
出
に
か
か
る
支
援
を
行
う
。

美
郷
カ
レ
ッ
ジ
の
企
業
支
援
が

今
後
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
期
待
も
し
て
い
る
。

問

美
郷
町
に
は
町
民
経
済
計

算
も
し
く
は
、
行
財
政
政
策
や

経
済
見
通
し
な
ど
の
基
礎
資
料

と
な
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る

か
。

烏
田
産
業
振
興
課
長

答

経
済
的
な
指
標
は
な
い
。

基
本
的
に
商
工
業
の
経
済
活
動

が
活
性
化
し
て
い
な
い
の
で
、

24
年
度
ま
で
３
年
間
、
中
小
企

業
経
営
基
盤
強
化
と
い
う
こ
と

で
、
１
０
０
万
円
事
業
を
実
施

し
て
き
た
。

問

美
郷
町
の
財
政
は
、
23
年

度
に
は
実
績
公
債
費
比
率
が

14
％
と
い
う
、
県
下
で
も
２
位

で
あ
り
な
が
ら
、
町
民
一
人
当

た
り
の
所
得
は
最
下
位
で
あ
る
。

納
得
の
い
か
な
い
行
政
に
思
え

る
が
ど
う
か
。

樋
ヶ
副
町
長

答

付
加
価
値
生
産
と
実
質
公

債
費
比
率
の
相
関
関
係
は
な

い
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
合

併
当
初
、
１
、
２
年
で
基
金
を

使
い
果
た
し
、
財
政
再
建
団
体

の
仲
間
入
り
の
懸
念
が
あ
っ

た
。
集
中
的
な
財
政
健
全
化
政

策
を
３
年
間
や
っ
た
。
中
で

も
、
早
期
退
職
と
い
う
特
殊
な

事
情
効
果
で
、
健
全
化
が
で
き

た
。
こ
の
基
金
を
有
効
活
用
し

美
郷
町
の
一
人
当
た
り
 

町
民
所
得
は
最
下
位
、
対
策
は
 

個
人
所
得
を
表
す
も
の
で
は
な
い
、 

産
業
創
出
に
支
援
す
る
 

岡先利和議員

18年度 19年度 20年度 21年度

市町村 金額 市町村 金額 市町村 金額 市町村 金額

松江市1 2,547 松江市 2,668 松江市 2,396 松江市 2,430

出雲市2 2,429 出雲市 2,504 雲南市 2,264 雲南市 2,324

雲南市3 2,407 安来市 2,494 隠岐の島町 2,253 隠岐の島町 2,276

浜田市4 2,358 浜田市 2,415 出雲市 2,253 浜田市 2,263

隠岐の島町5 2,336 雲南市 2,402 安来市 2,243 出雲市 2,229

安来市6 2,262 隠岐の島町 2,353 浜田市 2,234 江津市 2,195

益田市7 2,258 益田市 2,289 知夫村 2,190 知夫村 2,192

川本町8 2,167 江津市 2,229 益田市 2,132 益田市 2,157

海士町9 2,156 川本町 2,219 江津市 2,125 安来市 2,138

江津市10 2,150 大田市 2,180 川本町 2,119 海士町 2,131

大田市11 2,145 海士町 2,160 海士町 2,110 川本町 2,107

西ノ島町12 2,118 西ノ島町 2,156 大田市 2,073 大田市 2,093

奥出雲町13 2,100 奥出雲町 2,154 飯南町 2,062 津和野町 2,056

飯南町14 2,094 知夫村 2,142 西ノ島町 2,031 飯南町 2,043

吉賀町15 2,085 飯南町 2,128 奥出雲町 2,030 奥出雲町 2,034

津和野町16 2,030 邑南町 2,078 津和野町 2,028 西ノ島町 2,024

邑南町17 2,022 吉賀町 2,067 吉賀町 1,963 邑南町 1,967

知夫村18 1,991 津和野町 2,012 邑南町 1,963 吉賀町 1,950

美郷町19 1,961 美郷町 1,935 美郷町 1,852 美郷町 1,849

て
、
経
済
政
策
を
強
力
に
推
し

進
め
、
美
郷
町
の
生
産
力
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

一人当たり市町村民所得表（年度別） 単位：千円
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町
民
の
安
全
安
心
を

支
え
る
拠
点
施
設
と
な

る
防
災
公
園
が
完
成
の
運
び
と

な
っ
て
い
る
。
防
災
行
政
無
線

の
全
面
改
修
で
個
別
受
信
機
も

更
新
さ
れ
る
。
町
長
の
防
災
に

対
す
る
強
い
思
い
と
決
意
を
伺

う
。

景
山
町
長

防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
減
災
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、「
自
か
ら
の
安
心
は
自
か

ら
が
守
る
」
の
自
助
、「
わ
が
町

は
わ
が
手
で
守
る
」
の
共
助
、

「
美
郷
町
を
含
め
た
広
域
連
携
」

の
公
助
で
災
害
対
応
力
を
高
め
、

連
携
し
た
安
全
・
安
心
な
街
づ

く
り
を
す
す
め
る
。

平
成
25
年
度
の
防
災

対
策
事
業
名
と
事
業
費

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

景
山
町
長

毎
年
計
画
的
に
配
備

し
て
い
る
非
常
用
の
備

蓄
食
材
や
資
機
材
の
保
有
に
１

３
０
万
円
、
防
災
士
育
成
事
業

に
50
万
円
、
災
害
時
に
孤
立
す

る
地
域
と
の
通
信
連
絡
手
段
と

し
て
地
域
防
災
力
向
上
支
援
事

業
に
よ
り
整
備
す
る
４
地
域
分

の
衛
星
電
話
と
発
動
発
電
機
の

セ
ッ
ト
に
80
万
円
、
各
避
難
所

の
表
示
看
板
設
置
に
１
０
０
万

円
。
県
事
業
の
災
害
防
除
、
舗

装
、
橋
梁
修
繕
事
業
な
ど
に
１

億
２
６
０
０
万
円
、
地
す
べ
り

防
止
事
業
に
４
カ
所
６
０
０
０

万
円
、
治
山
事
業
に
２
カ
所
２

９
０
０
万
円
、
砂
防
事
業
及
び

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
３

億
６
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

水
害
土
砂
災
害
発
生

時
の
、
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
の
基
準
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

景
山
町
長

水
害
、
土
砂
災
害
発

生
時
の
避
難
勧
告
の
基

準
は
、
水
害
に
つ
い
て
は
江
の

川
を
対
象
河
川
と
し
て
国
道
交

通
省
の
示
す
避
難
勧
告
基
準
を

準
拠
、
運
用
し
て
い
る
。
土
砂

災
害
に
つ
い
て
は
、
現
在
再
編

し
て
い
る
地
域
防
災
計
画
で
、

国
が
示
す
避
難
勧
告
な
ど
の
判

断
、
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
照
ら
し
、
本
町

に
合
っ
た
内
容
に
見
直
し
て
い

る
。
迅
速
か
つ
的
確
な
避
難
誘

導
、
勧
告
の
情
報
伝
達
に
努
め

た
い
。

問

砂
防
事
業
や
、
治
山
治
水

地
す
べ
り
対
策
事
業
の
採
択
の

基
準
は
あ
る
の
か

赤
穴
建
設
課
長

答

県
事
業
の
採
択
基
準
は
、

指
定
地
域
内
に
お
い
て
、
豪
雨

災
害
に
よ
る
雨
の
実
績
、
地
元

か
ら
の
要
望
を
受
け
、
年
間
の

防
災
に
対
す
る
考
え
は
 

キ
ー
ワ
ー
ド
は
減
災
 

波多野祐康 議員

島
根
県
に
施
工
で
き
る
予
算
内

に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
。

問

防
災
士
は
何
名
か
。
ま
た
、

自
主
防
災
組
織
は
何
地
区
か
。

牧
田
総
務
課
長

答

防
災
士
は
、
今
年
度
１
名

応
募
が
あ
り
資
格
を
取
っ
た
。

13
連
合
自
治
会
に
自
主
防
災
組

織
は
一
応
あ
る
。
各
連
合
自
治

会
１
人
ず
つ
防
災
士
を
育
成
し

て
ほ
し
い
。
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近
年
里
山
が
ず
い
ぶ

ん
荒
れ
て
来
て
い
る
。

荒
廃
に
よ
り
獣
害
を
誘
発
し
て

い
る
、
又
、
地
域
の
景
観
も
著

し
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。
今
こ

そ
、
里
山
整
備
に
本
気
で
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
う
。
副
産
物

の
木
材
は
薪
と
し
て
、
又
ペ

レ
ッ
ト
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。
里
山
整
備
の
妙
案
は
な
い

か
。
例
え
ば
、
里
山
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
等
に
よ
り
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

景
山
町
長①

　
里
山
の
環
境
を
保

全
し
て
い
く
こ
と
は
地

域
資
源
の
活
用
や
、
良
好
な
自

然
環
境
を
保
つ
も
の
と
し
て
、

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

薪
や
ペ
レ
ッ
ト
へ
の
活
用
に

転
換
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常

に
有
効
な
手
段
と
思
う
。
産
業

と
し
て
成
り
立
た
せ
た
い
事
業

で
あ
る
の
で
、
今
後
も
産
業
化

に
結
び
つ
け
る
研
究
が
必
要
と

思
う
。

里
山
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
進
行
し
て
い
る
「
新
た
な
森
林

経
営
計
画
」
制
度
を
促
進
す
る

こ
と
が
里
山
荒
廃
解
消
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
森
林
組
合
が
不
在
森
林
所

有
者
も
含
め
た
森
林
所
有
者
か

ら
、
長
期
的
な
林
業
経
営
の
た

め
の
委
託
契
約
を
締
結
し
、
林

業
だ
け
で
な
く
里
山
保
全
な
ど

を
目
的
と
し
た
森
林
経
営
計
画

の
策
定
の
た
め
の
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
里
山
荒
廃
の
要

因
で
あ
る
不
在
地
主
化
も
含
め

た
森
林
整
備
の
推
進
が
期
待
で

き
、
町
と
し
て
も
計
画
作
り
に

参
画
す
る
な
ど
し
て
協
力
し
、

国
の
助
成
制
度
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
対
応
す
る
。

②
　
里
山
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
の
５
ヶ
年
間
の
事

業
で
あ
る
「
い
づ
も
財
団
」
の

資
金
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
森
」

再
生
事
業
を
導
入
し
、
管
理
さ

れ
な
く
な
っ
た
人
工
林
や
放
置

さ
れ
た
森
林
を
、
そ
の
地
域
本

来
の
生
育
条
件
に
適
し
た
森
林

へ
誘
導
す
る
、
豊
か
な
森
づ
く

り
事
業
に
取
り
組
く
む
。
す
で

に
財
団
の
事
前
調
査
を
受
け
審

査
会
の
結
果
を
受
け
て
「
山
く

じ
ら
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」

と
銘
打
っ
て
施
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
親
し
ま

れ
、
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い

く
た
め
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
、

森
づ
く
り
活
動
と
し
て
町
民
の

方
を
対
象
に
自
然
観
察
会
や
講

演
会
、
森
林
体
験
学
習
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
を
予
定
し
、
森
林
経

営
計
画
制
度
と
同
様
に
里
山
整

備
の
機
運
醸
成
に
努
め
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
建
設
計
画
の
必

要
性
と
経
緯
は
。

景
山
町
長

昭
和
53
年
に
竣
工
し

た
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
56
年
に
定
め
ら
れ
た

耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、
以

前
か
ら
耐
震
改
修
ま
た
は
建
て

替
え
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
。

何
時
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
を
想
定
し
た
時
、
現
状
の

開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
避
難
住

民
の
生
命
す
ら
守
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
の
思
い
を
強
く
抱
き
、

早
急
な
対
処
が
必
要
と
考
え
た
。

ま
た
、
町
の
拠
点
施
設
で
あ

る
開
発
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
考

え
る
と
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

が
利
用
し
に
く
い
構
造
で
あ
り
、

要
望
が
多
い
図
書
室
の
充
実
等

の
課
題
解
消
も
是
非
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
安
全
性
と
利
便
性

等
を
第
一
に
考
慮
す
れ
ば
、
経

費
は
か
さ
む
が
建
て
替
え
以
外

に
は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

こ
の
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
進
め

る
。

里
山
の
整
備
で
 

地
域
の
活
性
化
を
 

「
新
た
な
森
林
経
営
計
画
」
制
度
を
促
進
す
る
 

西嶋二郎議員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
 

建
設
計
画
の
必
要
性
と
経
緯
は
 

施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、 

強
い
決
意
を
持
っ
て
進
め
る
 

建て替わる山村開発センター
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一 般 質 問佐竹 一夫 議員

昨
年
の
町
民
所
得

が
、
美
郷
町
は
県
内
で

最
低
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

景
山
町
長

町
民
所
得
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
残
念
な
数

字
と
受
け
止
め
て
い
る
。
分
析

か
ら
商
業
・
製
造
業
部
門
の
生

産
額
が
低
く
、
こ
の
業
種
へ
の

対
策
を
今
後
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
最
下
位
脱
出
に
向
け
て

努
力
す
る
。

問

町
民
所
得
向
上
の
為
に
、

や
は
り
働
き
場
が
必
要
だ
と
思

う
。
私
が
議
員
に
な
っ
て
か
ら
、

企
業
誘
致
と
い
う
こ
と
に
、
取

り
組
ん
で
な
い
。
大
き
な
企
業

で
な
く
て
も
い
い
、
何
か
来
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
努

力
も
必
要
だ
と
思
う
。

答

省
略

限
界
集
落
と
い
う
言

い
方
は
や
め
て
ほ
し
い

と
、
以
前
こ
の
場
で
た
だ
し
た

が
、
依
然
と
し
て
こ
の
言
い
方

を
す
る
。
既
に
国
に
お
い
て
は
、

こ
の
言
い
方
は
し
て
い
な
い
、

ま
た
、
全
国
的
に
も
使
わ
な
い

県
が
増
え
て
い
る
。
そ
う
い
う

中
で
、
町
長
も
時
々
挨
拶
等
で

使
っ
て
い
る
。

景
山
町
長

平
成
21
年
の
議
員
の

質
問
に
、
前
町
長
が
、

使
う
時
を
限
定
し
、
集
落
、
住

民
に
配
慮
し
、
控
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
し
て
い
る
、
私
も
同

感
で
あ
る
。

町
長
と
な
り
、
限
定
的
に

使
っ
て
き
た
つ
も
り
だ
が
ご
指

摘
を
う
け
、
よ
り
配
慮
し
、
意

識
し
て
い
く
。

問

限
界
と
い
う
言
葉
に
抵
抗

を
感
じ
る
。
な
に
が
限
界
と
思

わ
れ
る
か
伺
う
。

景
山
町
長

答

一
般
的
に
限
界
集
落
と

は
、
65
歳
以
上
が
50
％
以
上
を

占
め
、
集
落
の
行
事
、
活
動
、

役
割
と
い
っ
た
機
能
、
集
落
自

体
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
深
刻
な
実
態
を
表
す
と
、
理

解
を
し
て
い
る
。

問

65
歳
位
は
本
当
に
高
齢
者

だ
と
思
う
か
。

景
山
町
長

答

今
の
時
代
、
ま
だ
65
歳
と

い
え
ば
、
若
い
感
じ
が
す
る
、

団
塊
の
世
代
の
少
し
過
ぎ
た
方

の
年
代
で
あ
り
、
こ
の
方
達
を

見
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

新
聞
に
よ
る
と
、「
65
歳
か

ら
高
齢
者
」
の
線
引
き
を
見
直

す
「
新
し
い
高
齢
社
会
対
策
大

綱
」
に
盛
り
込
ま
れ
る
見
通
し

で
あ
る
。
65
歳
か
ら
高
齢
者
と

い
う
定
義
は
、
法
的
に
は
何
に

も
な
い
訳
で
、
今
は
も
う
、
65

歳
ど
こ
ろ
か
男
性
で
80
歳
近
く
、

女
性
が
85
歳
。
こ
う
い
う
中
で
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
古
い
65
歳
が

高
齢
者
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

は
、
社
会
が
成
り
立
た
な
い
。

今
後
、
そ
う
い
う
国
の
考
え
も

あ
る
様
で
、
是
非
考
え
方
を
変

え
て
ほ
し
い
。

景
山
町
長

答

65
歳
と
い
う
考
え
方
に
、

国
の
方
で
そ
う
い
う
話
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
通
達
を
待
っ

て
変
え
た
い
。

町
民
所
得
の
向
上
を
 

最
下
位
脱
出
に
向
け
て
努
力
 

佐竹一夫議員

限
界
集
落
の
限
界
と
は
 

言
い
方
に
配
慮
す
る
 

元気な高齢者
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昨
年
10
月
〜
12
月
に
か
け
て

実
施
さ
れ
た
代
替
バ
ス
に
よ
る

増
便
社
会
実
験
は
、
１
便
当
た

り
の
利
用
者
が
４
名
弱
と
残
念

な
結
果
と
な
り
、
三
江
線
を
取

り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

三
江
線
を
守
る
議
員
連
盟

は
、
昨
年
11
月
に
結
成
し
て
以

来
、
島
根
県
知
事
、
Ｊ
Ｒ
米
子

支
社
へ
の
存
続
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
三
江
線

全
体
の
取
り
組
み
に
活
動
を
広

げ
よ
う
と
、
２
月
と
３
月
に
三

次
市
議
会
、
安
芸
高
田
市
議
会

に
議
員
連
盟
参
加
の
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

２
月
13
日
の
三
次
市
議
会
で

は
竹
原
副
議
長
他
３
名
の
議
員

に
お
会
い
し
、
と
も
に
行
動
す

る
こ
と
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

三
次
市
は
３
路
線
が
あ
り
、
三

江
線
だ
け
の
活
動
は
難
し
い
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一

緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
反
対
は

な
く
、
当
面
、
沿
線
選
出
議
員

が
参
加
す
る
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
26
日
に
は
安
芸

高
田
市
の
塚
本
議
長
に
お
会
い

し
、
参
加
要
請
を
い
た
し
ま
し

た
。
塚
本
議
長
は
安
芸
高
田
市

も
２
路
線
が
あ
り
両
方
大
事

だ
、
自
分
も
高
宮
で
あ
り
異
存

は
な
い
の
で
沿
線
の
３
名
と
加

わ
る
と
の
表
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
長
も
社
会
実

験
の
結
果
を
受
け
て
利
用
が
少

な
い
か
ら
す
ぐ
に
廃
止
す
る
も

の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、

単
に
鉄
道
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
公
共
交

通
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
が
い

い
の
か
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。

島
根
県
議
会
議
員
に
よ
る
三

江
線
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
も

結
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
沿
線

住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
三
江

線
存
続
の
大
き
な
う
ね
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。当

面
は
、
５
月
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
三
江
線
利
用
促
進
・

活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
川
本
の

成
功
に
向
け
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
江
線
を
守
る
議
員
連
盟
活
動
報
告

三
江
線
を
守
る
議
員
連
盟
活
動
報
告 
三
江
線
を
守
る
議
員
連
盟
活
動
報
告

三
江
線
を
守
る
議
員
連
盟
活
動
報
告 
三
江
線
を
守
る
議
員
連
盟
活
動
報
告 

事
務
局
次
長
　

事
務
局
次
長
　

山

本

幹

山

本

幹

雄 

事
務
局
次
長
　

山

本

幹

雄 

本会議で行った一般質問で改善や検討を求めています。 
指摘した事項に、町当局がどう取り組んでいるかを追跡調査しました。 

問... 美郷光ネットの有効活用は 問... 美郷光ネットの有効活用は 問... 美郷光ネットの有効活用は 

答...  １、光回線を利用して、携帯電話エリアが拡大さ
れた。（本久保、法田、猪谷、魚切谷、郷上、神田） 

２、個別自治会ごとにお知らせする放送が、でき
るようになった。（25年４月～） 

答...  １、光回線を利用して、光回線を利用して、携帯電話エリアが拡大さ携帯電話エリアが拡大さ
れた。（本久保、法田、猪谷、魚切谷、郷上、神田） 

２、個別自治会ごとにお知らせする放送が、個別自治会ごとにお知らせする放送が、でき
るようになった。（25年４月～） 

答...  １、光回線を利用して、携帯電話エリアが拡大さ
れた。（本久保、法田、猪谷、魚切谷、郷上、神田） 

２、個別自治会ごとにお知らせする放送が、でき
るようになった。（25年４月～） 

三次市議会

安芸高田市議会
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春
う
ら
ら
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
桜
は
例
年
よ
り
早
く
咲
き
、
議
会

だ
よ
り
の
編
集
が
終
わ
る
こ
ろ
は
す
っ
か

り
葉
桜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
で
は
昨
年
、
広
報
の
研
修

会
に
参
加
し
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
づ
く
り
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今
回
か
ら
一
般

質
問
の
内
容
を
一
新
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
、
質
問
者
の
質
問
へ
の
思
い
を

そ
の
ま
ま
載
せ
、
答
弁
に
つ
い
て
も
で
き

る
だ
け
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
読
み
づ
ら
い
紙
面
と
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
今
号
か
ら
質
問
内
容

を
簡
潔
に
し
、
答
弁
も
要
点
の
み
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
再
質
問
の
中
に
大
切
な

も
の
が
あ
れ
ば
載
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
美
郷
町
議
会
で
は
一
般
質
問
で
は

時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
再
質
問
の
内
容

を
載
せ
る
こ
と
で
傍
聴
の
臨
場
感
？
を
…

と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
思
い
は
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
議
会
を
傍
聴
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継
も
検
討

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り

を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

山
本
幹
雄

記

美郷町別府の地域
おこし協力隊になり約
１年になります。別府
の協力隊は、地域から
立ち上がったNPO法人
別府安心ネットのコー
ディネートで業務を
行っています。ほとん
どが依頼作業をこなす

日々になっていますが、地域をどうしたらいいかを
遠方から来た身としての視点で考え、提案し、企画
していくことにも取り組んでいきたいと思います。
さて、この協力隊の任務を通じて、地域のさまざ

まな方に接する機会があり、そのおかげで日々の生
活でも助けられることが多く感謝しています。そし
てその中でいろんな発見がありました。それは、近
代化で世の中が変わっている今でもなお昔ながらの
よいものがたくさん残っているという点。文化やく
らしの伝統技術、農的生活とともに受け継がれた生
態系、そして一人ひとりの人柄も。また、集落単位の
組織として動けるという点がすばらしいと思います。
会社組織や同じ考えや趣味をもつグループでもな

く、上下関係や金銭関係でなくてまとまって動ける
コミューン（共同体）っていいですね。私はこの田
舎のカタチにとても期待をしています。私は東日本
大震災をきっかけに引っ越してきましたが、世の中
は経済主体の社会ではやっていけなくなっていると
ますます感じるようになりました。そんなとき必要
なのは、お金のやりとりや義務感でなく、思いやり
の気持ちで動ける関係ではないでしょうか。
別府地域は有償運送など先進的な取り組みをし

て、まとまりがよいと言われますが、地域一人ひと
りの声を生かしていく仕組みをもっと充実してほし
い。みんなが取り組みたいと思うような地域づくり
をして、一人ひとりが心身ともにより元気になって

いくことを願っています。
今、私は休耕田を利用して、稲作、そして薬効の

強いマコモダケを植えていきたいと思っています。
畑では、大豆、小豆、トウキビなどの雑穀を栽培し
ていく予定です。私の農の仲間の間では、農薬や化
学肥料はもちろん有機質の堆肥も使わない無肥料に
よる『自然栽培』の認知度が高く実践者も増えてい
ます。化学物質過敏症の知人でも食べられ、さまざ
まな現代病にも効くような食べ物を手がけたいし、
輸入や金肥、お金や化石燃料に頼らず持続可能な循
環型の農やくらしにしていかなければならないとい
う点で、このような自然に即した取り組みは重要に
なっていくと思います。また小さな田んぼを復活さ
せれば、農業生産だけでなく、水生生物のすみかと
なり、子どもや大人の遊びや学びの場にもなるので
どんどん広げたい。これらを進めるためには、地域
の昔ながらの営みがとても参考になります。
別府地域では昨年は伝統行事の花田植え、今年は

ホタル祭りが行われる予定で楽しみにしています。
ホタルが乱舞するすばらしい環境ですが、我々の毎
日の農やくらしがいろんな生き物の生態に影響する
こともしっかり念頭におきながら取り組みたい。人
や生き物、自然の営みに対する思いやりや感謝の気
持ちを大事にし、自分も気持ち良く過ごしていきた
いです。
助け合いの仕組みは現代社会においてますます重

要になっていくと思いますが、美郷町に残るこのす
ばらしい仕組みがよりよい方向に生かされていくこ
とを願っています。
※そんなわけで、昔の暮らしを大事にしています。

そこで、みなさんのお持ちの古い道具はぜひ活用

してほしいし、活用できる場をつくりたいです。

そこで不要な場合は捨てずにお知らせいただける

とうれしいです。かご、ざる、とうみ、くわ、せ

んば、七輪、火鉢、壺、桶、田車…
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